
虐待の防止及び対策のための指針 

特定非営利活動法人まあるい心ちゃれんじどの応援団 

 

１．事業所における障害者虐待の防止に関する基本的な考え方 

 虐待は、障害者の尊厳の保持や人格の尊重に深刻な影響を及ぼす可能性が極めて高く、虐待

の防止のために必要な措置を講じるものとする。特定非営利活動法人まあるい心ちゃんどの応

援団が運営するＲｅｎｅｅ福祉サービス（以下「事業所」という。）では、利用者への虐待は人

権侵害であり、犯罪行為でもあると認識し、虐待の防止及び早期発見を徹底する。職員一人ひと

りがその弊害を理解し、虐待の防止に向けた支援の実施に努める。 

 

２．根拠となる法律 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法） 

障害者虐待の防止、障害者の擁護者に対する支援に関する法律（障害者虐待防止法） 

 

３．虐待の種類 

 （１）身体的虐待 

   障害者の身体に外傷が生じ、若しくは生じるおそれのある暴行を加え、又は正当な理由 

なく障害者の身体を拘束すること。緊急やむを得ない身体拘束に当てはまらない身体的拘 

束を行うこと。 

 （２）心理的虐待 

   障害者に対する著しい暴言、著しい拒絶的な対応、又は不当な差別的な言動その他の障 

害者に心理的外傷を与える言動を行うこと。     

（３）放棄・放任 

   障害者を衰弱させるような著しい減食又は長時間の放置、他の路用者による身体的虐待、 

心理的虐待、性的虐待と同様の行為の放置、その他障害者を擁護すべき職務上の義務を著 

しく怠ること。 

 （４）性的虐待 

   障害者にわいせつな行為をすること又は障害者にわいせつな行為をさせること。 

 （５）経済的虐待 

   障害者の財産を不当に処分することその他障害者から不当に財産上の利益を得ること。 

   

４．虐待防止委員会その他事業所内の組織に関する事項 

  （１）委員会の所掌事項 

① 虐待防止のための指針の整備、見直し 

② 虐待防止のための指針の周知 

③ 虐待防止委員会の開催内容の周知 

   ④  記録の整備 



⑤ 啓発活動 

⑦ 虐待が発生した場合の検討及び再発防止策の検討 

   ⑧ 虐待防止のための研修 

  

 （２）委員会の構成 

   ①   委員長は、委員会を代表し、議事その他の会務を総括する。 

   ②   委員の選任については、当該事業所の管理者、責任者、その他必要と認める者の中 

で理事会が指名した者とする。 

   ③   委員の中から虐待防止対応責任者を選出する。（虐待防止対応責任者は身体拘束適 

正化対応責任者と兼務する） 

   ④   委員長に事故がある時又は委員長が欠けた時には、理事会が指名した者がその会を務 

める。 

   ⑤   委員には、内部もしくは外部の第三者委員を加えることができる。 

 

 （３）委員会の開催 

   ①   委員会は、年１回の定例会を開催するものとする。（虐待防止委員会と身体拘束等

の適正化委員会を一体的に開催） 

   ②   委員長は書記を指名し、議事録を整備、保管する。 

   ③   委員会は、協議のため必要がある時は、委員以外の者の出席を求め、説明又は意見

を聴くことができる。 

   ④   随時に委員会の開催の必要がある時は、委員長が招集し開催する。 

 

５．虐待防止のための職員研修に関する基本方針 

 （１）職員に対する虐待防止のための研修の内容は、虐待防止及び発生時に関する適切な知

識を普及・啓発するものであるとともに、本指針に基づき、虐待防止を徹底する。 

（２） 研修は、年１回以上行い、新規採用時には必ず研修を実施する。 

 

６．虐待発生時の対応に関する基本方針 

 虐待の事案については、不適切なケアを含めた案件を虐待防止委員会に報告するものとす 

る。 

 

７．事業所内で発生した虐待の報告方法の方策に関する基本方針 

 虐待防止マニュアルに沿って対応する。 

 

８．利用者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 

 本指針はホームページにて公表し、利用者等からの閲覧の求めには速やかに応じる。 

 

９．その他虐待防止の推進のために必要な基本方針 



 研修会のほか、社会福祉協議会等により提供される虐待防止に関する研修等に積極的に参加 

し、利用者の権利擁護とサービスの質を低下させないよう常に研鑽を図る。 

 

 

附則 この指針は令和７年９月１日より施行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


